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公益財団法人損保ジャパン日本興亜福祉財団 

 

 

社会福祉学術文献表彰事業 

第１８回「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」受賞文献等の決定 

 

 公益財団法人損保ジャパン日本興亜福祉財団（理事長：二宮雅也）は、社会福祉に関する優れた 

学術文献を表彰する「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」の受賞文献を決定しました。なお、損保 

ジャパン日本興亜福祉財団賞の審査過程で、財団賞には及ばないものの、優れた著作（佳作）である

と評価された、特に若手の著者を対象とした研究奨励金の受領者も決定しました。 

 

１．損保ジャパン日本興亜福祉財団賞 

（１）受賞文献 

著書名：『ソーシャルワークにおける「価値」と「原理」-「実践の科学化」とその論理構造-』 

著 者：衣笠 一茂氏 （大分大学福祉健康科学部 学部長 教授） 

出 版：ミネルヴァ書房 ２０１５年１０月発行 

 

 

（２）「損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」について 

本賞は、日本における優れた社会福祉学術文献を表彰する制度です。 

１９９９年に創設し、今年度で１８回目となります。 

 同賞が、社会福祉学の学問的探求を目指す方の研究意欲の促進につながり、その研究成果が 

日本の社会福祉の発展に大きく寄与することを目的としています。 

 

過去の受賞者（要旨）についてはこちらをご覧ください。  

http://sjnkwf.org/katsudou/hyousyou_list.html  

 

（３）贈呈式、講演会について 

   ２０１７年３月９日（木）に、損保ジャパン日本興亜本社ビル（東京都新宿区）において贈呈式 

を開催します。受賞者には、賞状・記念品と副賞（研究・出版助成金１００万円）が贈られます。 

  また、２０１７年７月１日（土）には、グランドアーク半蔵門（東京都千代田区）において、 

受賞者による講演会を開催する予定です。 

 

２．研究奨励金(３０万円) 

   著書名：『子ども虐待在宅ケースの家族支援 -「家族維持」を目的とした援助の実態分析-』 

受領者：畠山 由佳子氏（神戸女子短期大学幼児教育学科 准教授） 

   出 版：明石書店 ２０１５年１１月発行 

  
＜損保ジャパン日本興亜福祉財団について＞ 

損保ジャパン日本興亜福祉財団は、損害保険ジャパン日本興亜株式会社の出捐を受け、社会貢献活動の一翼を担う財団

として設立された公益法人です。同財団の主な活動は本事業のほか、社会福祉団体に対するＮＰＯ基盤強化資金助成、

自動車購入費助成、海外助成、介護福祉士養成のための奨学金の給貸与助成、社会福祉・社会保険・損害保険・ジェロ

ントロジー等に関する研究助成や研究会・講演会の開催を行っています。 
以上 

http://www.sj-foundation.org/katsudou/hyousyou_list.html/

